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  平成３０年度決算に基づく福井県内市町の健全化判断比率・資金不足比率の状況 

 

凡 例 

 １ 文中及び図表中の金額・比率は、原則として表示単位未満を四捨五入したも

のである。したがって、合計と内訳の計、差引等が一致しない場合がある。 

 ２ 文中に用いるポイントとは、百分率（％）間の単純差引数値である。 

 ３ 「0」は該当数値はあるが、表示単位未満のものである。 

 ４ 「－」は、該当数値のないものである。 
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令和元年度決算に基づく健全化判断比率等の審査意見 

 

１ 審査の対象 

  令和元年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率並びにそれらの算定の基礎

となる事項を記載した書類 

 

  健全化判断比率等の対象となる会計の範囲は、次のとおりである。 

区分・会計名等  

一 般 

会計等 
一 般 会 計 

 

公 

営 

事 

業

会

計 

 

一般会計等以外の特

別会計のうち公営企

業に係る特別会計以

外の会計 

国民健康保険事業特別会計 

 
和泉診療所事業特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

介護保険事業特別会計 

 
公

営

企

業

会

計 

公営企業に係

る会計（地方

公営企業法を

適用する事業

又は地方財政

法 施 行 令 第

46 条の事業） 

法 

適用 
水道事業会計  

法非 

適用 

簡易水道事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

下水道事業特別会計 

 

一 部 事 務 組 合  

 

土地開発公社及び第三セクター  

 

２ 審査の期間 

  令和２年７月２７日から令和２年８月１８日まで 

 

３ 審査の方法 

  審査は、健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来

負担比率）及び各公営企業会計の資金不足比率並びにそれらの算定の基礎となる事項を

記載した書類が適正に作成されているかなどに主眼をおき、証拠書類との照合を行うと

ともに、関係職員から説明を聴取するなどの方法により実施した。 

実

質

赤

字

比

率 

 

 

連

結

実

質

赤

字

比

率 

 

 

 

 

 

将

来

負

担

比

率 

 

 

 

実

質

公

債

費

比

率 

資

金

不

足

比

率 
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４ 審査の結果 

  審査に付された令和元年度決算に基づく健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤

字比率、実質公債費比率、将来負担比率）及び各公営企業会計の資金不足比率並びにそ

れらの算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも法令等に準拠して適正に作成

されているものと認められた。 

個別意見及び総合意見は次のとおりである。 

 

（１）個別意見 

             健全化判断比率等の推移 

（単位：％） 

健全化判断比率 元年度 30 年度 29 年度 
早期健全化 

基   準 

財政再生 

基  準 

実質赤字比率 － － － １３．３０ ２０．００ 

連結実質赤字比率 － － － １８．３０ ３０．００ 

実質公債費比率 ８．４ ８．０ ７．７ ２５．０ ３５．０ 

将来負担比率 ４８．５ ５２．４ ５２．２ ３５０．０   

資金不足比率 元年度 30 年度 29 年度 経営健全化基準 

水道事業会計 － － － 

２０.０以上が 

経営健全化団体 

簡易水道事業特別会計 － － － 

農業集落排水事業特別会計 － － － 

下水道事業特別会計 － － － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 健全化判断比率について 

ア 実質赤字比率 

一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模（地方公共団体の標準的な状

態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すもので、標準税収入額等

に普通交付税を加算した額）に対する比率である。 

福祉、教育、まちづくり等を行う一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営

の悪化の度合いを示す指標ともいえる。 

 

 

１ 実質赤字比率、連結実質赤字比率、各会計の資金不足比率は、いずれも赤字又は資金不

足が生じていないため「－」で表記している。 

２ 早期健全化基準及び経営健全化基準以上となった場合、財政（経営）健全化計画の策定

と外部監査の要求が義務付けられる。 

３ 財政再生基準以上となった場合、財政再生計画の策定と外部監査の要求の義務付けのほ

かに起債が許可制となる。 

４ 実質赤字比率及び連結実質赤字比率における早期健全化基準の数値は、本市の標準財政

規模を基に算定されるため、上表では令和元年度の基準を表記している。 
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    令和元年度の一般会計の実質収支額の算出は、収入総額 189 億 3,287 万 5 千円か

ら歳出総額 180 億 4,407 万 7 千円を差し引いた歳入歳出差引額 8 億 8,879 万 8 千円

から翌年度に繰り越すべき財源 2億 4,476 万 1 千円を差し引いたもので、6億 4,403

万 7 千円の黒字となっており、実質赤字は発生していない。 

    したがって、財政収支は良好な状態にあると認められる。 

   

  イ 連結実質赤字比率 

地方公共団体の全会計を対象とした実質赤字額又は資金の不足額の標準財政規模

に対する比率である。 

すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指

標化し、財政運営の悪化の度合いを示す指標といえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    連結実質収支額の算出は、一般会計の実質収支額 6 億 4,403 万 7 千円に、国民健

康保険事業特別会計、和泉診療所事業特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保

険事業特別会計の実質収支額 8,321 万 3 千円、公営企業会計の法適用会計（水道事

業会計）の資金剰余額 8 億 5,657 万 5 千円、同法非適用会計（簡易水道事業特別会

計、農業集落排水事業特別会計、下水道事業特別会計）の資金剰余額 4,171 万円を

加えたもので、16億 2,553 万 5千円の黒字となっている。 

したがって、連結実質赤字額は発生しておらず、財政収支は良好な状態にあると

認められる。 

 

 

 ―（644,037 千円黒字） 

10,176,534 千円 
 ＝ ＝ ― （△6.33％） 

 

 ―（1,625,535 千円黒字） 

10,176,534 千円 ＝ ＝ ― （△15.97％） 

 

  一般会計等の実質赤字額    

標準財政規模 
実質赤字比率 ＝ 

 

 連結実質赤字額    

標準財政規模 
連結実質赤字比率 ＝ 
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ウ 実質公債費比率 

実質的な公債費が財政に及ぼす負担を表す指標で、一般会計等が負担する元利償

還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とした額に対する比率である。 

借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの

程度を示す指標ともいえ、この指標が高くなるほど財政の弾力性が低下し、資金繰

りが悪化することになる。 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

令和元年度の実質公債費比率（３か年平均）は 8.4％であり、前年度より 0.4 ポイ

ント増加している。 

本指標の早期健全化基準である 25.0％を大きく下回っており、公債費の財政負担

が過大な状況にはないことが認められる。 

実質公債費比率については、県内でも低い傾向にあり、その要因としては、旧和

泉村との合併以降、一般会計の借入額をできる限り抑えてきたこと、下水道事業の

進捗が途上にあるため公営企業債の負担がまだ比較的小さいことが挙げられる。 

普通交付税は増加したが、臨時財政対策債の元利償還金の増などにより単年度の

実質公債費比率は 9.0％で、前年度より 1.0 ポイント増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

（1,622,551 千円＋776,272 千円）－（92,519 千円＋1,525,281 千円） 

        10,176,534 千円 － 1,525,281 千円 

 

＝9.02785（元年度） 7.97809％（30 年度） 8.22185％（29 年度）  

 

３か年平均 ＝ 8.4％ 

 

＝ 

 

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－ 

  （特定財源＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額） 

標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額） 

実質公債費比率 

（３か年平均） ＝ 
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エ 将来負担比率 

地方公社や損失補償を行っている出資法人等に係るものも含め、地方公共団体の

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する

比率である。 

一般会計の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点で

の残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示す指標といえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度の将来負担比率は 48.5％であり、県内でも低い傾向にある。その要因

としては、旧和泉村との合併以降、一般会計の借入額をできる限り抑えてきたこと、

下水道事業の進捗が途上にあるため公営企業債の負担がまだ比較的小さいことが挙

げられる。令和元年度は、平成 30年度に比べ地方債残高が減少したことにより、将

来負担額が減少したため、前年度より 3.9 ポイントの減となった。 

本指標の早期健全化基準は 350.0％であり、将来の地方債償還などの負担額が過大

な状況にはないことが認められる。 

 
＝ 25,197,764 千円－（4,309,538 千円＋1,724,470 千円＋14,963,670 千円） 

         10,176,534千円 － 1,525,281 千円 

＝ 48.5％ 

 

将来負担額 － （充当可能基金額＋特定財源見込額 

          ＋地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額） 

標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額） 

将来負担比率 ＝ 
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 ② 資金不足比率について  

公営企業会計ごとに算定した資金の不足額を、料金収入等の規模で示される事業規

模と比較して指標化したもので、それぞれの企業会計における経営状況の悪化の度合

いを示す指標といえる。 

この比率が高くなるほど料金収入で資金不足を解消するのが困難になり、公営企業

として経営に問題があることになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資金の不足額（公営企業ごとに資金収支の累積不足額） 

法適用企業：（流動負債＋建設改良費等以外の経費の財源に充てるために起こした

地方債の現在高－流動資産）－解消可能資金不足額 

法非適用企業：（繰上充用額＋支払繰延額・事業繰越額等＋建設改良費等以外の経

費の財源に充てるために起こした地方債の現在高）－解消可能資金

不足額 

  ※事業の規模 

法適用企業：営業収益の額－受託工事収益の額 

法非適用企業：営業収益に相当する収入の額－受託工事収益に相当する収入の額 

 

令和元年度の公営企業会計に係る資金不足比率については、水道事業会計の法適用

企業会計と簡易水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計及び下水道事業特別会

計の法非適用企業３会計すべてが資金剰余の状態で資金不足額は生じていないことか

ら、経営資金の状況が著しく悪化している状況にはないことが認められる。 

各公営企業の内容については、水道事業が8億5,657万 5千円、簡易水道事業が2,707

万 5 千円、農業集落排水事業が 553 万 1 千円、下水道事業が 910 万 4 千円の資金剰余

となっている。 

 

 ― （856,575 千円黒字） 

81,394 千円 

 

 ―  （27,075 千円黒字） 

50,771 千円 

 

 ―  （5,531 千円黒字） 

121,592 千円 

 

 ―  （9,104 千円黒字） 

138,134 

 

 

 

 

 

 

 

  資金の不足額    

事業の規模 
資金不足比率   ＝ 

＝ ―（△1,052.4％） 水道事業会計     ＝ 

＝ ― （△53.3％） 簡易水道事業特別会計 ＝ 

＝ ― （△4.5％） 農業集落排水事業   ＝ 

特別会計 

＝ ― （△6.6％） 下水道事業特別会計  ＝ 
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（２）総合意見 

  本市の令和元年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率は、対象となる４つ

の指標のすべてで早期健全化基準及び経営健全化基準を下回っており、財政状況が著しく

悪化している状況にはなく、財政の健全段階の範囲内にある。 

 このうち、実質赤字比率、連結実質赤字比率が「－」であることは、一般会計をはじめ、

特別会計、公営企業会計を総合的に見た場合、単年度収支が赤字になっていないことを示

しており、この点においては、特記すべき事項は認められない。 

 実質公債費比率は３か年の平均値をとるので、0.4 ポイントの増にとどまっているが、単

年度では 1.0 ポイント増加している。審査過程における説明では、今後も大型建設事業に

係る地方債の発行、下水道事業の進捗に伴う公営企業への繰出金の増加が予想されるが、

発行済み地方債の償還などにより実質公債費比率や将来負担比率が逓減することが見込ま

れるとのことであった。 

 今後とも、中・長期的な視点に立ち、これまで以上に効率的かつ効果的な行財政運営を

図るため、特に物件費と人件費を削減し、一層の財政健全化に努められたい。 
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５　参考資料

（単位：％）

区分
実質公債費
比　　　率

将来負担
比　　率

公 営 企 業
資金不足比率

福 井 市 － (11.25) － (16.25) 10.7 110.5 －

敦 賀 市 － (12.71) － (17.71) 6.2 － －

小 浜 市 － (13.54) － (18.54) 11.0 131.6 －

大 野 市 － (13.31) － (18.31) 8.0 52.4 －

勝 山 市 － (14.09) － (19.09) 8.4 86.0 －

鯖 江 市 － (12.79) － (17.79) 8.1 － －

あ わ ら 市 － (13.63) － (18.63) 6.9 38.0 －

越 前 市 － (12.52) － (17.52) 11.3 107.4 －

坂 井 市 － (12.30) － (17.30) 6.4 79.8 －

市　平　均 8.6 67.3

永 平 寺 町 － (14.41) － (19.41) 7.9 16.6 －

池 田 町 － (15.00) － (20.00) 4.0 －

南 越 前 町 － (14.93) － (19.93) 9.1 －

越 前 町 － (13.84) － (18.84) 8.7 9.8 －

美 浜 町 － (15.00) － (20.00) 9.1 90.5 －

高 浜 町 － (15.00) － (20.00) 7.6 7.5 －

お お い 町 － (15.00) － (20.00) 1.1 －

若 狭 町 － (14.49) － (19.49) 15.3 113.1 －

町　平　均 7.9 29.7

8.2 49.6

政　令　市（平均） 8.0 97.6

市　　　区（平均） 5.1 9.8

町　　　村（平均） 7.7 -4.5

全市区町村（平均） 6.1 28.9

13.3 169.7

① 財 政 再 生 基 準 35.0

②早期健全化基準 25.0 350.0

－

30.00

－

－

－

－

－

13.30

福　井　県

－

20.00

18.30

平成３０年度決算に基づく福井県内市町の健全化判断比率・資金不足比率の状況

－

（

全
国
）

市　町　名 実質赤字比率

－

－

－

連結実質
赤字比率

－

（総務省　「平成30年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比率の概要（確報値）」より）

20.0以上が
経営健全化
団体

福井県（市町平均）

基
準
値

（

　
福
　
井
　
県
　
内
　
）

－

－

－

－

注 １ 実質赤字額や連結実質赤字額がない場合は、「－」と表記している。
２ （ ）内の数値は、各団体の早期健全化基準（標準財政規模に応じ設定）である。
３ 実質公債費比率は、平成28年度から30年度までの3カ年平均である。
４ 福井県内の平均値は単純平均で、全国の平均値は加重平均である。
５ 基準値は、財政健全化法で規定された大野市の財政の健全性に関する基準である。

－

－

－

－

 


